














































































































































































































































　　　　　　Spent Grains （ビール粕） 5GAL（ガロン）
　　　　　　Coco Green 2 ～ 3個
　　　　・グアム島の農家を視察
バナナの収穫
バナナの苗を定植した畑
トマトの収穫
農家の作業場と家
水分を減らそうと，広げてみたビール粕 試作した床材と，生ごみを投入するための箱
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　　　　　　（ココヤシの樹皮を固めたもの）
　　　　　　Rice Bran 3袋
（500ｇ /1袋）
　　　　　　 （漬物用で販売している米ぬかを購入。
初期のみ使用）
　　　　　　Soil 0.5GAL
　　　　　　Fallen Leaves 1GAL
　　　　　　 この配合を基本に1回の床材を作る量
が約40GAL（ガロン）になるように作る。
　　　　　　 ビール粕の水分量を手で触れて確かめ
ながらCoco Greenの量を調節。
　　　　　　 落ち葉は，簡単に手に入る周辺の物を
使用
　　　　　　土も畑にある土を使用
　23日　・ それまでに作った試作堆肥Ａ・堆肥Ｂ・
堆肥Ｃを参考に，発酵がしやすい材料と
配合量を検討。ウッドチップをベースとし，
鶏糞，ビール粕，落ち葉を利用して作る。
ほぼ堆肥Ｃと同じ配合になる。グアム大
学農場スタッフに，多く作ってもらう。
　　　　　　堆肥の試作（堆肥Ｃも混ぜる）
　　　　　　配合割合（バケツを使用　20GAL）
　　　　　　　Wood Chips 60杯
　　　　　　　Chicken Manure 12杯
　　　　　　　Fallen Leaves 6杯
　　　　　　　Spent Grains 6杯
米ぬか Coco Green
グアム大学スタッフが作った床材 約2週間後に，この緑の箱に生ごみを投入する
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鶏糞半分・土半分は枯れてきた（右から2つめ） 鶏糞のみも枯れてきた（右端）
　　　　・ 20日に鶏糞を利用した土の比較試験の結
果が出る
　　 中央の鉢は，ピートモス・土・鶏糞を混ぜた土
だが，その他の苗よりも葉色が良い。鶏糞とし
て販売を検討しているが使い方の説明が必要で
ある。また，鶏糞をウッドチップ堆肥に混ぜて
使うことを検討する。
　24日　・ハウス周辺の片づけ。観葉植物の整理。
　　　　・Hamamoto Fruit World　の視察
ビール粕を乾かそうとしたが，ハエがたかり始めた グアム大学農場スタッフが作った堆肥
グアム大学スタッフの曽祖父の名前が付いている
セリアンセスネルソナイ（絶滅危惧種）の苗木
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　25日　・グアム大学学生と堆肥作り
グアム大学生　広報係りの取材
学生との堆肥作り
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　26日　・今後の堆肥管理等の打ち合わせ
　　その他，グアム大学の写真
グアム大学学長と記念撮影 グアムで唯一の卵を生産しているグアム大学農場
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アクアポニックの施設。ティラピアの養殖
水耕栽培のレタス
卵を産む鶏（グアム大学農場）
ティラピア養殖の水を循環してレタスを栽培
アクアポニック施設のポンプ等の電力を
太陽光発電で補う（電力量の調査）
石が多い土地での農業
バナナの花 バナナの畑
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４．今後の計画
（１ ）グアム島で廃棄される食品残差物を活用した
堆肥の小規模製造システムの確立
　　① 家庭やレストラン等で排出される生ごみの特
徴を，水分含量，養分量，塩分油脂類含量，
異物混入割合等から明らかにする
　　② グアム島で生産される農産物や副産物で堆肥
化の発酵補助剤となる候補資材を見いだし，
今回購入して使用した米糠やココピートに替
わるものを見つけ，その性質等を明らかにす
る。（床材作成経費の軽減に繋げるため）
　　③ 今回，生ごみを堆肥化するために造った床材
（三重県鳥羽市の手法）に，実際に生ごみを
投入し，その後の経過を調べる。また，グア
ム島で継続してできるシステムであるかを検
討する。
　　④ 生ごみに関する二次処理方法について技術的
検証を行い，問題点を摘出する。
　　⑤ 生ごみの一次処理方法，二次処理方法を通し
てのシステム化を検討する。また堆肥の完熟
判定方法，使用方法をマニュアル化し行政と
連携しながらグアム島内への普及を図る。
　　⑥ 生ごみ一時処理で使用する床材作成技術に関
し，発酵温度，水分量，発酵資材，配合等の
関係。また完成までの期間を明らかにし，グ
アム島のスッタフへ技術を継承する。
（２）養鶏により排出される鶏糞の利用方法の検討
　　①鶏糞の養分等を明らかにする。
　　②鶏糞使用時の作物への効果を明らかにする
　　③ 一般市民が使えるように鶏糞の使い方を明示
する。
　　④ 鶏糞が，堆肥化の発酵補助剤となりえるかを
検討する。
その他，グアム大学の研究畑 大型の堆肥化研究
